


教育言説を問い直す

 小山 静子 教授

（人間・環境学研究科 共生人間学専攻 人間社会論講座 人間形成論分野）

平成26年４月７日(月) 

人間・環境学研究科棟 地下大講義室

19:00-20:30　懇親会

生協吉田食堂１階

16:00-16:05　研究科長挨拶

16:05-16:40　小山静子先生講演

16:45-17:30　新入生交流会

司会：大倉 得史 准教授（人間・環境学研究科 共生人間学専攻）

主催：人間・環境学フォーラム実施委員会

参加費　教員： 3000円

　　　　在学院生・職員： 1000円

　　　　新入院生・学部学生： 500円

教育について語る言葉が巷にあふれています。「家庭の教育力が低下している」「いじ

めが起きるのは道徳教育が不十分だからだ」「ゆとり教育で学力が低下した」「最近の

青少年は凶悪化している」など、あげていけばきりがありません。でも、わかりやすい

語りには落とし穴があるものですし、教育は実践的な活動ですから、これらの語りには

事実命題ばかりでなく、価値命題も含まれ、政策が導かれていくことにもなります。そ

ういう意味で、教育についての紋切り型の語りは要注意です。研究は当たり前だとされ

ていることを疑うことからはじまりますから、教育について語る言葉を問い直しなが

ら、研究をするとはどういうことなのか考えてみたいと思います。

第31回人間・環境学フォーラム

新入生歓迎講演会・交流会


